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◆令和 7年度連盟長崎県支部通常総会報告    幹事 松尾美穂子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◆日本栄養士連盟第５０回通常総会報告      支部長 古賀美穂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本栄養士連盟 

長崎県支部だより   

 

 
 

令和７年５月２４日ベネックス長崎ブリックホールにおいて、   

連盟長崎県支部通常総会が開催され、会場６０名、WEB２３名の参加 

で、無事終了しました。連盟コーナーには栄養士議員連盟会長からの 

感謝状や長崎県選出の国会議員メッセージを掲示し、連盟入会手続き 

も行いました。 

総会当日に１２名の入会があり、今後の研修会時にも連盟コーナー 

での入会を呼び掛ける予定です。 

今年度は長崎地区の堂下真弓さんが議長を務め、事業報告･計画･決算･予算の議案は参加者によりすべて

承認いただきました。今年度も担当幹事の説明のほかスライドでもその内容を表示したので、WEB 参加者にも

わかりやすいと好評でした。 発言通告では西彼地区・尾崎明穂さんより繰越金・予備費・会費見直しについて

質問があり、毎年繰越金を取り崩しており会費減は難しい現状であること、予備費とは考えを別にすること、摘

要の項目を今後検討すること等を回答し、理解を得ました。 

また、今後会員増の必要性があることも参加の皆さんにはご理解 

いただけたかと思います。今年度、長崎県支部では前年の 10％増の 

会員数を目指しています。 

皆さんのご協力を 

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

▲令和 7年度も、私達は一丸となって頑張ります。 

令和７年６月２１日、新大阪ワシントンホテルプラザにて通常総会が開催 

され、中島本部顧問（代議員代理）と 2名で出席しました。 

                        今回特記すべきは令和７年度予算で、日本栄養士連盟特別基金のうち

４００万円が切り崩され、政治活動費に充てられたことです。連盟の当期収

支差額は毎年赤字で、会員増は連盟活動において避けて通れない最優先

課題です。 

また、代議員数の改正も承認されました。改正後は会員 100名以内で 

１名、101 名を超えるときは 100 名ごとに１名加えることになり、長崎県支

部においては300名の会員数で３名の代議員を選出することになります。 

議決権を執行できる代議員数が増えることはうれしいのですが、予算の少

ない状況では３名が総会に出席することは困難であり、その対策について 

は今後検討していかなければなりません。管理栄養士・栄養士の地位向上のためには、連盟が欠かせない存在

であることを再確認させられました。同時に、今後の会員増のためにはより多くの会員が共感できる連盟活動

でなければならないと思いました。 

会員同士のつながりが、連盟への理解を深めていくと信じます。地区で、協議会で、 

もっとつながっていきましょう！ 

 

 

 

▲連盟井上会長より開催のご挨拶があり、 

栄養士会中村会長、栄養士議員連盟 

高市早苗副会長が総会に出席されました。 
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◆参議院選挙お疲れ様でした！ 

日本栄養士連盟顧問（長崎県支部）  中島ふさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿入会のご案内・会費納入のお願い✿ 
 

 

 

 

 

 

 

会   費：年 2000円（内訳：本部 1000円 支部１０００円）

振込口座：ゆうちょ銀行 01780-3-122377 

        十八親和銀行北支店 普通 411934 

口座名義：日本栄養士連盟長崎県支部 

ネットバンキングも利用可能。振込できない時は 

役員へお渡しください。 

お問合わせ：事務局☎095-822-0932 
 

 

 

 

 

 

（日本栄養士連盟長崎県支部 ℡095-822-0932 fax095-820-3453） 

【編集後記】今回は総会と参院選の特集です。参院選では県央・県南・県北と総力終結して取り組み、連盟会員の連帯感を感じ 

ました。連日 35℃を越す猛暑、くれぐれも熱中症にご留意ください。   （編集広報 山﨑千晶、塚本ゆみ子、髙島佳子） 

７月３日の公示から始まった選挙活動。私達連盟長崎県支部は長崎選挙区では古賀友一郎氏を、比例区で

は栄養士議員連盟会長 山東昭子氏を応援してきました。 

 酷暑の中、はがき作戦、応援演説会、投票呼びかけなど、ご協力ありがとうございました。 

投票率は 58.51％と前回よりアップ、「政権選択の選挙」と関心の高さも感じました。 

 結果、古賀友一郎氏は、自民党に対して厳しい情勢の中、県民の負託を受け見事３期目当選となりました。 

 一方、比例区山東昭子氏は 126,381票を獲得しましたが、あと少しの所で残念ながら史上初９期目の当選 

とはなりませんでした。（＊長崎県の獲得数は前回 1308票から今回 1624票と大幅に伸びました。） 

 32歳で政界入りし長年、250余人の衆参議員で組織する栄養士議員連盟会長として、私達管理栄養士・ 

栄養士の要望を受けていくつもの処遇改善にご尽力いただいたことに、感謝しかありません。 

 今回の選挙には中央から石破総理、岸田元総理、上川元法相、小泉農水大臣など要人が選挙応援に長崎入

りし、その度に各会場には連盟会員が駆けつけて、連盟も例年にない盛り上がりを感じました。こうして選挙応

援に関わってみると、連盟活動が政治と直結していることがよくわかります。 

 法制化にご尽力いただいている栄養士議員連盟加盟の議員に対し、管理栄養士・栄養士が一致団結して選

挙応援をすることはとても重要なことです。 

今回の選挙は SNS と YouTubeでの拡散が目をひきました。 

栄養士会員の皆様、ぜひ全員が連盟会員になって、若い会員さんにはこういう新しい方法で政治活動に一

緒に取り組んでいただければと思います。 

すべて連盟活動は私達管理栄養士・栄養士のためにあるのですから。皆様、本当にお疲れさまでした。 

 

▲選挙応援で長崎入りされた石破総理と 

古賀友一郎氏に連盟長崎県支部幹事

より管理栄養士・栄養士の PR を伝え

記念撮影していただきました。 

▲選挙応援、岸田元総理 ▲古賀友一郎氏選挙カー 

▲選挙応援、小渕優子議員 ▲選挙応援、小泉農水大臣 

▲連盟について詳しく掲載されています。ご高覧下さい。 

★新しいリーフレットが出来ました★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（

編集広報:山﨑千晶、塚本ゆみ子、髙島佳子） 
 

 

 

 


